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三上日出夫*. アラスカ産 NienburgiαprolザeraWYNNE 

(紅藻，コノハノリ科)について料

Hideo MIKAMIト OnNienburgia prolifera WYNNE 

(Rhodophyceae， Delesseriaceae) from Alaska** 

最近， WYNNEl)はAmchitka島(ア1)ューシャン列島)の Makarius湾をタイプロ

カリティとする Nienbu7-giaのl新種， f1Pち，N， trol1fel'a V¥'YNNEを発表した3 そ
のholotypeは四分胞子体であリ，現在ワシントン大学l出業肢に保存されている (WTU

242766)。その記載の中で， Amchitka島以外からの採集地としては， Alaskaの

Akutan島の名のみが挙け"られているaさてこの度，先に行なわれた北大アリューシャ

ン列島踏査隊 (AleutianReserch Expedition of Hokkaido University， 1975)の斉膝

誠一，牛田清彦両隊員の採集によるアラスカ (BabyIslands)からの海藻標本の一部を

調べる機会に恵まれ，そしてそれらの中に上記N.p7'olifemの完熟四分胞子体を見出

すことができた3 従ってその著しく特異的な生長様式を始め，体の構造，四分胞子衰の

オリジン及びその分布状態等を確かめる ことができたので， ~に簡単に報告したい。

2 cm  

Fig. 1. Niellburgia pr，叫んraWYNNE 
Tetrasporic plants from Baby Island， Alasska. 
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三上:アラスカ産の Nienburgiaについて

Figs. 2-8. Ni.同 burgiaproli.向官 WYNNE
2. Apices of thallus.segments. 
3. Young apices arising on the margin. 
4. Transverse section of upper part. 
5. Transverse s白 tionof low町 part.
6. Frond of te回 spor岨 gialplant. 
7. Tetrasp。目ngialrudiments in surface.view. 
8. Transverse section of tetraspo回 ngialsorus. 
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1-4...田'gments;ac...apical cell; in...intercalary cell; r...rudi皿entof sp町田8ia;ι.tetraspo同時ial
sorus; ts...tetrasporangium. 
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外形について:本種の外形的特徴については Fig.lに示したように， WYNNEI)の原

記載に殆んど一致している。ただし，原記載の高さ 6-12cmに比ペて 2-4.5cmと若

干小形であtJ，体の巾については原記載の 4mm(2....，.7min)に比ベてむしろ広目で 5ー

8mm ほどある。

生長点について:Fig.2は本種の若い生長点を示す。 RPち，明かに横に関節する頂細
胞 (ac)をもち，第1位の細胞列には明かな介生分裂 (in)が認められる。次いで第2位

列の枝は右又は左の一方だけが伸長して縁辺鋸歯となtJ，他方の枝は小形のままで残る。

従って鋸歯は左右交互に排列する形となる。 Fig.3は体の縁辺から派生する若い突起の

先端部を示したものであtJ，問機の特徴が認められる。

体の構造について:Fig.4は体の上部， Fig.5は，比較的体の下部についてのそれぞ

れ横断面を示す。 llPち，体はほぼ扇平、で，生長点のごく一部を除き，多層構造をもって
いる。

四分胞子褒について:Fig.6は四分胞子体上における四分胞子褒の分布状態を示す。

即ち，四分胞子褒斑は体の基部を除く体表上に直接生じ，一般に中肋に相当する部分及

び体のごく縁辺部を除く位置に集まる。なお，始めはパンド状又は円味を帯びた形に現

われるが，次第に広がりを増し，遂には互に連続して， より大形の集団を形成する

(Fig. 6， s)o Fig. 7は四分胞子震の幼体(r)の表面観察， Fig.8は四分胞子体の横断商

を示す。即ち，四分胞子磁の幼体 (r)は皮層細胞より形成され，三角錐状に分割する。

考 察

今回調べられたアラスカ BabyIslandsからの標品は，フォルマリン液演標本を含め

て，すべて四分施子体のみであったが，これを Nienburgiaprolifera WYNNEI)に当

てた根拠としては，次の三点を挙げることができる。即ち，

(1)多層構造の体をもつこと。 (2)生長点の特性及び(3)四分胞子褒斑の出現位置がそれで

ある。就中，包)の性質に関しては，横に関節する頂細胞 (ac)をもち，第1位列には明

かな介生分裂 (in)が認められる。 そして第1位列の各細胞から左布に生ずる第2位細

胞列の発生に際しでは，右又は左の一方だげが突き出して有限性の鋸歯となり，他方の

細胞列は小さいままに残ることが確認された (Figs.2-3)。この特異的形質については

既に NIENBURG幻が Nienburgia属のタイプ穫である N.andersoniana (J. AG.) KYLIN 

(=Neuroglossum andersonianum J. AG.)について明かにしたところである。次に四

分胞子褒斑に関する(3)の性質に関しては，本種 (N.prolグーraWYNNE1))の場合は，そ

れが直接体表上に広く生ずる (WYNNEI)，fi.g. 52参照)のに対して， Nienburgia属のタ

イプ種 N.andersonianaでは，それが体上の限定された位置，即ち，裂片先端付近の

体上又は側生小業上に円味を帯びた集団として生ずる特性をもっている(WYNNEl九五g.

50参照)。さて次に筆者の知る限りでは， Nienburgia (KYLI~8-6)) に属する種類として
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は，これまでに次の5種類が報告されているにすぎない。即ち，

1) N. andersoniana (1. AG・)KYLINS) (Neltroglossum andersonianum J. AG.O))… 

タイフ程

2) N. borealis (KYLIN) KYLIN叫 (Heteronemaborealis KYLIN4)) 

3) N. jaρonica (YAM.) KYLIN町 (Heteronemajaρonica Y AMADA 7)， 8)) 

4) N. angusta A. ZINOVA9.10)及び

5) N. prolifera WYNNE口がそれであり，各々のタイプロカリティは上から順に

Santa Cruz (California iffl)， Canoe Island (Washington洲)，千葉県大原町， Petri. 

Magni湾(日本海)，そして， Amchitka島(アリューシャン列島)である。以上5種

の内 ¥VYNNEI)の説くところによれば N.borealisについては， 単にそれをN.

andersonianaの巾広型と見なし，両者の聞には互に区別し難い程度の中間形が存在し

ているとしている。次に日本産ハスヂギヌ(N.japonica)に関しては， WYNNEI)の示

唆に基づき，既に大原産のハスヂギヌについて再査を行った結果，その生長形式及び特

異なプロカノレフ。型から判断して， 日本のハスヂギヌは Polyneura属のメンパーとして

扱うことが妥当であるとの結論に達した(三上山)。 さて次に N.angusta A. ZINOVA 

品川については，両論文を通じて知り得た限りにおいては，果してそれが Nienburgia

としての特異的生長点を持っかどうかに関し甚だ疑念が存する J その上，外形的には，

むしろ日本産のヒメコノハノリ (Phycodrysradicosa (OKAM.) YAMADA et INAGAKl1幻

に頗る類似しているとさえ思われるJ しかし遺憾ながら，筆者は末だ N.angustaの原

標本を見ていない為，その生長点構造を確認し得ないままになっているa 以上の結果，

従って現在までのところ，日本産の Nienburgiaは全く見つかっていないという結論に

なる。終日に，アラスカ産の貴重な研究材料を提供された斉藤，牛田の両氏並びに，そ

の仲介の労をとられた北大植物分類学教室，増田道夫博士に対し謝意を表すると共に，

今回の供試材料(コレクション HA.124)のすべては北大理学部勝薬庫 (SAP)に保存さ

れていることを併せて付記したい。

Summary 

The apical segmentation and the asexual reproductive organs in Niellburgia 

proliferaもiVYNNEwere observed on the basis of specimens collected on August 

1975， by Messrs. S. SAITO and K. USHIDA at the Baby Islands， Alaska. 

1) The thallus is polystromatic throughout except at the apices. 

2) Both the transversely dividing apical celI and the intercalary divisions 

in the primary cell row are present. 

3) The apical segmentation has a pattern ot growth in which only one of 

the two secondary apical ceJ1s from each segment grows out to form a 
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marginal tooth， alternately right and left. 

4) The tetrasporangial sori occur directly distributed over the blade sur-

face， except the base. 

5) The terasporangial rudiment arises from the cortical cells. 
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